
西暦 和暦 水資源対策の歴史 西暦 その他の出来事

《江戸時代以前の先人たちの活躍》
空海(821満濃池修築)、阿波民部田口成良(1178平池築造)
西嶋八兵衛(1631満濃池修築、1635神内池築造、1637香東川付替えほか)
平田与一左衛門(1643井関池着工)、矢延平六(1669新池築造ほか)
太田典徳(1686蛙子池築造)など

《近代～現代》

1930 昭和5 豊稔池(観音寺市)完成

1946 日本国憲法公布

1953 28 内場ダム(高松市)完成

長柄ダム(綾川町)完成

1959 34 満濃池嵩上げ工事完成、貯水量1,540万m3となる。

内海ダム(小豆島町)完成

1962 37 五名ダム(東かがわ市)完成

1964 39 大川ダム(さぬき市)完成 1964 東海道新幹線が開通

東京オリンピック開催

1965 40 五郷ダム(観音寺市)完成

1966 41 府中ダム(坂出市)完成

1967 42 大内ダム(東かがわ市)完成

県営工業用水道通水開始

1968 43 香川用水事業着工

1970 万国博覧会開催

1973 48 夏季渇水「高松砂漠」、満濃池・府中ダムから高松市に緊急送水 札幌オリンピック(冬季大会)開催

吉野川総合開発　早明浦ダム(高知県本山町・土佐町)本体工事完成

1974 49 香川用水暫定通水開始

県営広域水道供給開始

1975 50 香川用水幹線水路(共用水路)完成

香川用水本格通水開始

吉野川総合開発　池田ダム(徳島県三好市)完成

殿川ダム(小豆島町)・前山ダム(さぬき市)完成

1979 54 香川用水幹線水路(農業専用水路)完成

1981 56 粟地ダム(小豆島町)完成

県営広域水道第一次拡張事業着工 1985 県の人口100万人を超える(国勢調査)

1987 四国横断自動車道善通寺・川之江間開通

1988 63 千足ダム(小豆島町)完成 1988 瀬戸大橋開通

1989 元号が平成となる

1990 平成2 田万ダム(綾川町)完成 高松空港開港

1993 東四国国民体育大会開催

1994 6 列島渇水、早明浦ダムの利水貯留量が建設以来初めてゼロとなる

1995 阪神・淡路大震災

1997 9 吉田ダム(小豆島町)完成

1998 長野オリンピック(冬季大会)開催

1999 11 門入ダム(さぬき市)完成

香川用水施設緊急改築事業着工

県営広域水道第二次拡張事業着工

2002 14 粟井ダム(観音寺市)完成 2002 サッカーワールドカップ日本韓国共同開催

2003 15 綾川町へ県営水道から給水開始 2003 高松自動車道全線開通

2004 サンポート高松グランドオープン

2005 17 夏季渇水、早明浦ダムの利水貯留量が二度にわたりゼロとなる 新潟県中越地震

2007 19 東かがわ市へ県営水道から給水開始

2008 20 夏季渇水、早明浦ダムの利水貯留量が20日間にわたりゼロとなる
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2009 21 香川用水調整池「宝山湖」(三豊市)完成

夏季渇水、香川用水の第３次取水制限開始に伴い宝山湖から水道用水に補給 2011 東日本大震災

2013 25 夏季渇水、香川用水の第３次取水制限開始に伴い宝山湖から水道用水に補給

2014 26 内海ダム再開発(小豆島町)完成

2017 29 香川県広域水道企業団設立

2019 元号が令和となる

2020 令和2 香川用水施設緊急対策事業着工 2020 新型コロナウイルス感染症流行

2021 東京オリンピック開催

2022 令和4 夏季渇水、香川用水の第３次取水制限開始に伴い宝山湖から水道用水に補給し、

緊急時の対応として試験湛水中の椛川ダムから渇水対策容量を水道用水に活用

取水制限は過去最長の215日間(2/18～9/20)

2023 令和5 椛川ダム(高松市)完成


